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第5章 計画の推進方策
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第５章 計画の推進方策 

第１節 計画目標（数値指標） 

 

 

計画の 
理念 

取組内容 

自転車通行空間の整備 
・安全で快適な自転車通行空間の創

出 

取組 1 

安
全
・
安
心
で
快
適
な
自
転
車
利
用
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

明
石
市
の
実
情
や
特
性
に
応
じ
た
自
転
車
の
利
活
用
促
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
図
り
ま
す
。 

 歩行者、自転車、自動車分離の推進 

 普通自転車専用通行帯の設置や矢羽根等の路面表示による

自転車通行空間の整備の推進 

 

安全で快適な自転車利用環境

を創出する 

通行環境 

はしる 

基本方針 計画目標（数値指標） 

 子どもから高齢者まで幅広く自転車の安全利用について啓

発することにより、自転車利用のルール周知・マナー向上 

自転車利用者のルール遵守・ 

マナー向上を図る 

安全利用 

まもる 

 健康長寿社会の実現に向けた自転車活用の推進 

 サイクリングルートの整備や広報により、自転車を活用し

た観光を促進 

 自転車への利用転換による地球温暖化対策等、環境負荷低

減を促進 

 災害時における自転車活用を推進 

 

自転車利用の促進による健康

で活力ある社会づくり 

利活用 

いかす 

 自転車等の駐輪対策については、駐輪需要の多い地域およ

び今後駐輪需要が著しく多くなることが予想される地域を

中心に、利用形態に応じた駐輪施設の整備を推進 

 安全で快適な歩行空間を確保するため、放置自転車等の撤

去や自転車利用者への指導、啓発を重点的に推進 

安全で快適な駐輪環境の創出

を図る 

駐輪環境 

とめる 

自転車関連事故件数 

現況値 
265 件（R4 年） 

目標値 
170 件（R14 年） 

自転車ネットワーク路線整備延長 

現況値 
9.8km（R5.3 末時点） 

目標値 
42.4ｋｍ（R14 年） 

交通安全教室の実施回数 

現況値 
103 回（R4 年度） 

目標値 
現況値以上（R14 年度） 

※交通安全協会、明石市交通安全課実施の総数 

ルールの周知 
・道路等でのルール･マナーの周知  

・年齢に応じたルール･マナーの周知 

取組 1 

交通違反に対する指導・取締 
・自転車利用者に対する指導･取締の

充実 
取組２ 

放置自転車台数 

現況値 
141 台（R4 年） 

目標値 
0 台に近づける（R14 年） 

※目標値は第３次明石市交通安全計画より（今後必要に応じて見直し） 

駐輪施設の充実 
・鉄道駅周辺での駐輪場の整備 

・道路等での駐輪ラックの整備 
取組 1 

放 置 自 転 車 等 の 撤 去 及 び 
自転車利用者への指導、啓発 
・道路における長期放置自転車への

対処の徹底 

取組２ 

自転車×健康・観光・環境・防災に関する取組件数 

現況値 
年間１件（R４年度） 

目標値 
年間３件以上（R14 年度） 

※現況値はサイクルラックの設置 

自転車関連事故件数 ※再掲 

健康づくりへの自転車活用 
・自転車通勤やサイクルスポーツ等

自転車による健康づくり推進 

取組 1 

観光振興への自転車活用 
・「ひょうごサイクリングモデルルー

ト」等、サイクルツーリズムの推進 

取組２ 

環境負荷低減への自転車活用 
・自転車への利用転換による環境負

荷低減を促進 

取組３ 

災害時の自転車活用 
・災害時における自転車の活用 

・災害時における有効性の周知 

取組 4 

本計画の基本方針・取組みを着実に実施するための計画目標（数値指標）を、以下の通り設定します。 
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 第５章 計画の推進方策 

第２節 進行管理 

本計画に示した“はしる”“まもる”“とめる”“いかす”の４つの基本方針を柱とした各種

の取組みを推進していくため、本計画（Plan）の取組を実施（Do）するとともに、前ページ

で設定した計画目標（数値目標）によって計画全体の評価（Check）を行い、必要に応じて

計画の課題反映（Action）を実施していきます。 

  

 

図 PDCA サイクル 

 

第３節 推進体制 

本計画の推進にあたっては、道路管理者・交通管理者・関係行政機関、市民や各種関係

団体等が相互に連携し、一体的に取組みを推進していきます。 

 

 

 

 

 

  

Do 
実 行 

Check 
評   価 

Action 
改  善 

Plan 

計  画 

評価検証の結果や関係機関との

意見交換を踏まえ、計画の見直

しを実施する。 

10 年間で実施する、自転車利

用環境の向上や自転車の活用促

進に向けた施策の計画を行う。 

年に１回協議会にて目標達成状

況を確認する。数値目標によっ

て、事業効果を評価検証する。 

計画に基づき、各種取組を実行

する。 


